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第32回　大会シンポジウム

『現代の漁協の性格と機能』 (読)-のとりくみ

大会準備担当理事　増　井　好　男

第3 1回大会シンポジウムは去る6月『現代

漁協の性格と機能』をメインテーマとしておこ

なわ九, (カ沿岸漁家と地区漁協をめぐる現代的

問題(近畿大学,倉田亨), ㊥沿海地区漁協の

性格と漁家経営(東京水産大学,加瀬和俊) ,

④現代漁協の現状と問題点(北海道庁,池田均)

の各氏から御報告をいただいた｡

このシンポジウムに関しては,全国漁業協同

組合学校　阿部誠,石川県漁連　長安靖史の両

氏から次期シンポジウム-の示唆を含んだ感想
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がよせられた( 『学会短信』第44号, 1984

年8月参照)｡第3 1回大会の成果を踏まえて

第3 2回大会のテーマをどのように設定するか

は大会をもりあげるために重大な課題であるこ

とはあらためていうまでもないことであろう｡

理事会において種々討議を重ねようやく第3 2

回大会の基本的なフレイムができあがったので

経過報告をかねて準備の状況をお知らせしたい｡

①　7月2 0日(i)1 8時から東京水産大学に

おいて常任理事会を開催｡第3 1回大会のシン

ポジウムに対しての反省と次期(第3 2回)大

会へのとりくみについて話し合った｡今年度の

反省としては,総論的な柱を十分に設定できな

かったきらいがあり,議論をかみあわせること

ができず把終始したことが指摘され,また漁協

をめぐる諸問題がまだ他にも山積しているにも

かかわらずそれらを十分にフォローできなかっ

た｡たとえば,漁協運動の担い手論,漁協問題

の理論的な整理,漁協再編成の問題と課題等々

があげられ,議論されたが,方向性を検討した

ことにとどまり,一歩進んでの議論は次回-と

ひきつがれた｡

㊥ 1 0月5日(35)I 8時から東京水産大学に

おいて在京理事会を開催｡前回にひきつづき第

3 2回大会-のとりくみ方針について検討した｡

先に,共通テーマである『現代の漁協の性格と

機能』を第3 2回大会以降も続けるか否かとい

ラ,タームの問題が話し合われた｡種々の意見

が出されたが,漁協以外の課題についても学会



として検討しなければならない問題が残されて

いるので同一テーマとしてとりあげるのはとり

あえず2カ年で打ちきるのがベターであろうと

の意見が多く, 『漁協の性格と機能』をテーマ

とするシンポジウムは今年度限りで終了するこ

とが確認された｡

この確認にもとづいて具体的な報告課題の設

定を検討し, ｢漁協問題の理論的整理｣ ｢漁協

の高度経済成長以降の変質問題｣ ｢漁協の漁獲

物販売機能問題｣ ｢戦後漁協の展開過程｣ ｢漁

協の信用事業問題｣など多様な意見が出された｡

ひきつづき,報告担当者を想定しながらテー

マをどのようにしぼるかが議論されたが,やは

りコーディネィクーをおいたうえで在京理事会

で話し合われたことを考慮してもらい,テーマ

と報告者を選定してもらう方向をとるべきでは

ないか,また,コーディネィクーとして秋山博

一氏にお願いしたらどうか,ということになっ

た｡

④ 1 1月6日的1 7時から東京農業大学に

おいて,在京理事会の決定にもとづいて堀口,

加瀬,増井の3名によりシンポジウムテーマの

打合せをおこなった｡

秋山博一氏にコ-ディネィクーノを御裏話いた

だいたので,在京理事会で検討されたことを整

理し,秋山氏に正しく伝えるために,あらかじ

めここで想定されるテーマと報告者をリストア

三三

ップして秋山博一氏に御相談することとしたo

④ 11月1 2日,(jl)1 8時から渋谷において

堀口,秋山,増井の3名によりシンポジウムテ

ーマの打合せをおこなった｡

ここで,種々検討した結果,つぎの方針で秋

山博一氏がコーディネィトすることとなったo

テーマおよび報告者はつぎのとおり予定されて

いる｡

戦後漁協の展開過程

秋山　博一

経営危機下における中小漁業の現状とその

役割

広喜　勝治

漁場管理主体としての漁協の機能と限界

島　　秀　典

漁業政策における漁協の役割

赤　井　雄　次

なお,最終的には若干の変更も考えられるが,

コ-ディネィクーの秋山博一氏が第3 1回大会

報告の内容(報告要旨,大会後期,テープなど)

を検討しつつ,準備をしていただいている段階

である｡

会員諸氏のシンポジウムにむけての御研究の

推進をお願いし,実りあるシンポジウムにして

いただきたい｡

国際水産経済･貿易学会に参加して

国際水産経済･貿易学会( ∫ I PET)の第

2回コンファレンスは1 984年8月20日か

ら23日までニュージーランド,クライストチ
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池　松　政　人　(東海大学海洋学部)

草　川　恒　紀　(東海大学海洋学部)

ヤーチ市のカンクベリー大学において開催され,

その後25日までポストコンファレンスの旅行

が行われた｡



第1回は, 1982年9月に4日間,米国7

/カレッジで行われたが,今回はニュージーラ

/ド農業,漁業省,ニュージーランド漁業委員

会,オレゴン州立大学シーグラントカレッジプ

ログラムオレゴ/州立大学農業･資源経済学部,

カンクベ1)一大学資冴管理センクーなどの多彩

なスポンサーシップによって実施され, 14カ

国3国際機関から約2 0 0名が参加した｡

今回のコソファレ/スは,学会の水産物国際

貿易の影響要因と漁業政策上の課題解明の基本

的方針に即して,経済回復,水産経済,水産物

貿易を主題としてつぎのようなセッションに分

かれて開催された｡

(9　漁業の展望

㊥　特定地域の経済回復と水産物市場

④　国際水産物貿易の連累

④　漁業と水産物市場構造の変化

㊥　漁業と水産物市場の発展

㊥　水産物貿易と漁業経営

径)市場モデル

@　調査報告

@　漁業デークー

⑲　多国間協定

⑭　漁業経営一理論と実際

8月1 9日は,終日参加者の受付,登森と宿

舎割当(ドミトリー)が行われ,翌20日から

講演ならびに研究発表が開始された｡

初日には,開催国ニュージーランド漁業省関

係者の歓迎挨拶,開会挨拶がなされた後,ニュ

ージーランド漁業の現状や南太平洋諸島の漁業

問題,水産物国際貿易の推移などについてのス

ピーチが行われ,参加者の地域漁業態様に関す

る理解を助長した｡

昼食時には, FAO担当官から世界漁業会議

の成果,刊行の実態についてのスピーチがあり,

とくに参加者から開発途上国の調査,援助の強

化を望み意見が提起されるなど活気を呈した｡

同日夕方には,同大学に近接したレストラン

･エ1)ザ庭園において,歓迎t/セプショ/が催

され,会場は遠来の多くの参加者で混み合い,

熱気が充満する中で,一時の友情と学術交流の

場を楽しんだ｡

さらに, 21日夜は,同大学構内のゲストホ

ールにおいて会食を共にしながら,学会開催の

趣旨や経緯が和かな雰囲気の中で開陳され,秦

加者の感銘を深めた｡

また,会期中にサケ市場のワークショップや

学会実行委員会(日本代表山本息教授)も開催

されるなど行事も多岐にわたった｡

研究課題は, 4日間に亘って5 7課題が予定

されたが,はば全課題が全日早朝から夕方まで

間断なく発表され,いずれの会場にも多くの参

加者が詰めかけ,終始学究的雰囲気の中で質疑

応答が展開した｡

ここで,個別発表の内容を紹介する余裕はな

いが,総体的に,漁業,市場や貿易に関する各

国の実証的課題発表が多く,国際的領域に亘る

問題提起や研究課題の発表はまだ十分に熟して

おらず,これからの段階であるという印象を受

けた｡

日本からの課題発表の参加者は, 3名であっ

たが,日本大学経済学部の山本息教授は｢ FA

Oの主要漁業海域における世界的レベルからみ

た魚種別構成の最近の変化｣に関する知見を発

表し,東海大学海洋学部からは,池松が｢日本

におけるマグロ類流通機構の変化｣,葦川が

｢日本におけるイカの市場分析｣についての見

解を述べたが,いずれも世界における主要漁業

国日本からの課題発表であったため質問が続出

した｡

また,会期中に鹿児島大学水産学部岩切成郎

教授も参加された｡

23-25日までのポストコソファレ/スの

バス見学旅行は,モテオカの水産加工工場とネ

ルソンの漁港,水産会社を訪問し, 2 5日午後

クライスチャーチ到着後解散した｡

前記の如く,今回のコンフ丁レyスにおいて

は,各国とも政府関係者の参加が目立ったとは

いえ,国内外の水産経済の学者,研究スクッフ

は少ないという観念を訂正せざるを得ない程,宿

況を呈し,開催当時国の熱意と努力がしのばれた｡

そして,次の第3回のコソファレ/スは1991

年にデンマークにおいて開催することを約して

無事閉幕した｡
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寸　　　評

誇大表示･予算のネーミング

誰れの言葉であったか忘れたが, ｢社会･経

済が混迷してくると,実にうまいキャッチフレ

ーズを,お上(役人)は考え出してくれるもの

だ･--｣という意味のことをいわれたことがあ

るように思う｡

最近発表された昭和6 0年度予算の説明を業

界紙等で見ていると,お役人が作ったキャッチ

フレーズがそのまま見出しとなっているほどで

ある(各紙に同じ表現が使われていることから

ち,水産庁発表そのままを使用しているのであ

ろうが‥-･)｡そうしたキャッチフレーズを拾

い読みしていくだけでも,その年慶の重要施策

の方向と内容がちょっぴり分かったような気に

させてくれる｡と同時に,ほんの少しだけ明る

い希望まで抱かせてくれるから見事なものであ

る｡

昭和6 0年度水産予算の最大の目玉として位

置づけられているものに``活力ある漁村の形成"

がある｡事業内容は別として,歴史的に位置づ

けられてきた沿岸漁村のあり方と現実をこれほ

ど無視した上に(無視したからこそなのかもし

れないが--),将来の漁村に夢(まさしく夢

かもしれない)を持たせるにふさわしい理想的

な表現であるように思われる｡

ここ2-3年の目玉商品(予算項目)を見て

みると, 58年度が"漁業技術の再開発"で,

この年度には自助努力が業界の流行語となった.
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三　輪　千　年

5 9年度は"水産物の消費拡大"ということで,

消費者ニーズ, EPA等が事あるごとに開かれ

た言葉･フレーズであった｡これらの予算が華

々しく登場した陰には,行政改革でゼロないし

はマイナス･シー1)ンクが声高に叫ばれている

折柄,当然いずれかの予算が減らされたり整理

の憂き目にあっているのであるo

予算のうたい文句化(キャッチフレーズ化)

は,一つに国民へのアピール効果を狙っている

ことは襲いの余地はない｡それだけではなく,

各省庁が予算を獲得するために,大蔵省とお役

人同志,もしくは先生方(議員さん)-の説得

のための説明材料でもある｡そのために,一度

聞いただけでは何のことやらピンとこない,マ

リン･ランチング(海洋牧場)構想,マリンポ

リス(海洋都市),マリノベーション(マリン

+イノベーション)etcといった言葉が,臆面

もなく使われたりしている｡

予算のキャッチフレーズ一つをとってみても,

一方で親しみやすさを売り物にしているかと思

えば,片一方では"予算ぶんどり合戦"を勝ち

抜く撤密な計画がそこにはあり,そうしたお上

の孜智を充分わきまえて,予算の項目を再度読

み返してみると,新聞等では説明されていない

政策の方向等が読めたりするように思えるが-

-I,それは私だけのことであろうか･--0

i･



事　務　局　報　告

◎　在京理事会報告(59年1 0月5日)

1･次期大会(32回大会)のシンポジウム

テーマ｢現代の漁協の性格と機能｣につい

て,視点をどのように定めるのか,個創の

テーマと報告者は,等々具体的な内容を討

議した｡この結果,秋山博一氏を中心にし

て,大会準備担当理事と相談して決めるこ

とになった｡

2･大会の開催地

山本忠氏の尽力によって,日本大学経済

学部会議室で開催することに決定,それに

ともなう依頼状の提出など事琴手続を鏡意

進めることとなった｡

3　日本学術会議法の一書β改正にともなう学

術研究団体としての登寿

昭和5 8年の日本学術会議法の一部改正

にともなって,学術会議会員の選出方法が

変更されました｡これによると,先ず学術

研究団体として登毒しなければならず,柿

切時間も追っていたため,事務局が申請書

類を整えて提出した｡会員候補者,推せん

人の選出方法については,理事,監事全員

の意見を聞くこととした｡ (具体的にはア

ンケート調査によって)

4･会誌の編集･発行および短信の発行につ

いて

会誌の定期的な刊行について,東京大学

出版会と連絡をとりつつ,定期的な入校の

維持,入校から発行までの期間の虐縮等に

ついて検討した｡会誌の横組みについても

討議したが結論が出なかった｡

◎　在京理事会報告(1月23日)

1.シンポジウムの準備

秋山博一氏,学会準備趣当理事より,準

-5-

学会事務局

備状況が報告され,報告者は,秋山氏･虞

書氏,島民,赤井氏の4名とすることに決

定した｡この間の準備状況については,

｢シンギジウム-のとりくみ｣参照のこと.

2･日本学術会議会員の会員候補者,推せん

人の選出について

理事･監事全員に対するアンケートの結

果を参考にしながら検討した｡今回は｢総

会｣に図る時間的余裕がないため,特例と

して,理事･監事の投票によることとし,

次のような選出規定を設けた｡

選出規程

1･選出方法は無記名投票による.

2･投票関係の諸手続きは選挙管理委員会

が担当する｡選挙管理委員会は,在京理

事会の依頼により,次の三名に決定した｡

二野瓶徳夫(委員長) ｡三輪千年

加瀬和俊

3･投票は理事･監事計35名が行う｡被

選挙人は全会員とする｡

4　投票は｢会員候補者｣1名, ｢推薦人｣

2名を所定の投票用紙に記入するo ｢会

員候補者｣と｢推薦人｣は投票に際して

は,重複しても構わない0

5･ ｢会員候補者｣は上位1名を, ｢推薦

人は上位2名を当選者とする｡同順位の

者がいる場合には,選挙管理委員会の責

任で抽選を行い決定する｡ ｢推薦人｣は,

第1位の者を｢水産学｣に,第2位の者

を｢地域農学｣に豊海する0

6･当選者が｢会員候補者｣または｢推薦

人｣となることを乗諾しない場合には,

次点の者を順次繰り上げるものとする｡

7･ ｢会員候補者｣と｢推薦人｣に同一人

が当選した場合には,その者は｢会員候

補者｣とし, ｢推薦人｣には次点者を繰



り上げる(学術会議の規則により,同一

人が両者を兼ねることは出来ない) 0

8. ｢会員候補者｣は, ｢水産学｣に登森

し, ｢地域農学｣には豊島しない.

9.授票は2月12日必着のこと.

◎　学会誌の編集･発行状況について

(学会誌編集担当理事より)

学会誌は,現在2 9巻4号が編集作業をはば

終了し,印刷作業に入ろうとしています｡大会

まで刊行できるよう鋭意作業を進めています｡

なお,構成は次のとおりです｡

29巻4号

第3 1回大会シンポジウム特集号

論文　沿岸地区漁協の性格と漁家経営

加瀬　和俊

現代漁協の現状と問題点

池田　　均

沿岸漁業における技術展開と漁場

利用

宮沢　晴彦

書評　二野瓶徳夫著｢明治漁業開拓史｣

高山　隆三

第3 1回大会後記

鈴木　　旭

学会誌の定期的な刊行を維持するため,また

内容の充実をはかるために,会員各位の積極的

な授頑をお願いします｡

◎　新入会員の紹介(敬称略,順不同)
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菊池　章裕

宮崎　隆昌

高橋　清隆

首藤　　豪

鹿児島大学大学院

鹿児島大学大学院

鹿児島大学研究生

水産庁

オレゴン州立大学大学院

日本大学生産工学

海外漁業協力財団

海外漁業協力財団

◎第3 2回大会の開催日時と場所

第3 2回大会は,山本忠氏(日本大学)のお

世話により,次のような予定で作業を進めてい

ます｡

白　時: 6月1日吐), 2日(日)

場　所:日本大学経済学部本館2階

大会議室

なお,詳細については,次号の短信にてお知

らせします｡

学会事務局に,次の文献が寄贈されました｡御礼とともに報告します.

文　　　献　　　名　(著　者)

海と人間1984年

｢海の博物館年報Ⅱ ｣ (海の博物館)
The　Whaliy Review(日本捕鯨協会)

昭和5 9年度日本大学賞受賞論文要旨
水産資料四季報
日韓合同学術調査報告

第1韓　和歌山東牟婁郡那智勝浦町勝浦
第2韓　慶尚北道平海邑原海里
(日韓漁村社会･経済研究会)

水と人の環境史(鳥越暗之,嘉田由紀子)
現代資本主義と市場(川村琢監修)
南西海区水産研究所研究報告第1 7号
日本漁業通史(岡本信男)
伝統ある捕鯨を守ろう./　-有識者の声
学術論文集第1 4集
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寄　贈　者

海の博物館

日本捕鯨協会
日本大学

水産資料館
日韓漁村社会
経済研究会
(甲南女子大学
益田研究室)
伊藤康宏
長谷川健二
南西海区水研
水　産　社

日本捕鯨協会
朝鮮奨学会

発　行　所

同　　　左

左
左
左
左
左

同
同
同
同
同



)新刊紹介(

｢江　戸　前　の　魚｣

最近,魚に関する一般向きの本が目につく｡

伊藤勝太郎"魚の目きき''(徳間書店),篠崎

晃雄``魚の雑学" (新人物往来社),を始めと

して大洋漁業広報室も魚の消費拡大を目指して
"お魚おもしろ雑学事典" (講談社)を発行し

ている｡これらの本はノウ-ク,魚に関する知

識を提供するものにとどまっているが,渡辺氏

の"江戸前の魚''はこれらの本と趣を異にして

いる｡

"江戸前の''という題名から連想されるのは,

シラウオ, -ゼ,コハダ,シバエビ,キス,ア

ナゴなど,天ぷら,寿司種の魚であるが,本書

はそのような魚に就ての知識を提供するという

性格のものではなく,東京湾,房総の各種の漁

業,漁法の変遷をたどりながら,人間と魚の共

存関係のありかたを問いかけるものである｡漁

業の近代化,大量生産的漁法,遠隔地への出漁

という発展が,資本,労働の浪費を導き,豊な

海を死の海にかえてゆき,人間と魚の共存関係

をいかに寸断してしまってきたかを,その具体

的事実,著者の長年の体験を踏まえて本書で語

っている｡そして,東京湾の魚と房総の漁業者

渡　辺　栄　一　薯

に対する著者の哀惜の念が,たんたんとした叙

述を通じて読者にったえられるのであるo "ち

し,人間が謙虚さを失ってしまえば,人間と魚

の共存関係そのものが破れ,その結果として人

間の生存そのものが危機に晒されることさえあ

るように感じられるのですo "と"まえがき''

で述べている｡

私たちは,現在,金の卵を生む鷲鳥を殺して

しまう,あの寓話の世界に生きているのではな

いか｡東京湾における魚の生存権を考えるべき

ではないだろうか｡日本の沿岸の各地に就て,

本書のような本が書かれることが強く望まれる

のである｡

著者に就てほ,会員の多くの方も御存知のこ

とと思われるが, 6 0年代後半の大学紛争の時,

大学で漁業経済学会の大会が開けず,著者の骨

折りで千葉県の勝浦の国民宿舎で開催でき,お

かげで大会が持続できたことを,当時,事務局

をあずかっていたものとして改めて思い出し,

著者の益々のご活躍を祈る次第であるo

〔草思社; 1984年12月発行: 1.200円〕

(文責:高山隆三)

漁家経済研究会第2回研究集会の御案内

漁家経済研究会は,昭和5 9年3月に第1回

の研究集会を開き,皆さまの御協力のもとに成

果をあげることができました｡

さて本年も第2回研究集会の時期が近づきま

したが,理事会では来たる昭和6 0年3月8日

に第2回の研究集会を開催することといたしま

した｡この日は漁村青壮年婦人実績発表大会

( 7日)の後でもありますので沢山の方がたが

御参加されますよう御案内申し上げます｡
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日時:昭和60年3月8日(金曜)

午前9時3 0分-午後4時

場所:東京都千代田区内神田1-1-1 2

コープピル･ 5階･会議室

日程

1.事例報告及び状況報告(午前)

1人10分の報告で4-5人

2.シンポジュウム

｢ ′j＼塑漁船漁業経営の諸問題｣

一営漁計画を含む-

1人2 0分の報告で4-5人

3.研究会総会

本年のシンポジュウムは,各地の沿岸′J､型漁

船漁業の抱える問題を,養殖等の兼業を含めて

取りあげて,個別の経営分析に終始せずに,節

浜の資源を地域全体としてどのように使っていく

くのが良いのか,といった地域営漁計画の考え

も入れて議論したいと考えています｡

報告者の募集:現在大会での報告者を募集し

ています｡御希望の方は事務

局(あるいは理事)まで御申

し込み下さい｡

連　絡　先:漁家経済研究会事務局

東京都中央区勝どき5-5-1

〒1 04

東海区水産研究所　水産経済

研究室内(担当:多屋)

参加申し込み: 60年3月5日までに-ガキ

で申し込み下さい｡

(文責:多屋勝雄)

国際漁業研究会の口座開設のお知らせ

前回国際漁業研究会の設立についてお知らせ

いたしましたが,入会申込みをされました方は,

このたびつぎのように口座を開設いたしました

ので,会費3.0 00円をお振りこみいただきま

すようお知らせいたします｡

銀行名:三井銀行経堂支店

店番号: 1 73

口座番号: 5190868

口座名:国際漁業研究会

会　費: 3.000円

国際漁業研究会の演琴募集

5月末日に国際漁業研究会主催のもとに,節

究会を開催致します｡現在,発表演題の募集を

行っていますので,ご希望の方は, 3月末日ま

でに研究会事務局(東京農大　増井)までご一

報下さい｡　　　　　　(文責:増井好男)

-8-

なお,入会御希望の方はつぎの書式把より申

しこみのうえ,会費はお振り込み下さい｡

①　氏名　㊥　所属　④　住所(郵便番号,

電話番号,併記のこと), ④　当面の研究テー

マ,研究地域

申しこみ用紙のあて先きはつぎのとおり｡

〒156　東京都世田谷区桜丘1の1の1

東京農業大学農業経済学科

国際漁業研究会事務局

増　井　好　男

(文責:増井好男)

学会短信Nu45. 

1985,2. 

事務局 

〒108東京都港区港南4-5-7 

東京水産大学内 

電話03(471)1251 


